
安芸地域

●産振計画に対する市の意見
　・高規格道路の整備がなければ、現国道では企業誘致は進まない。
　・一次産業中心で、二次産業化・観光産業化、さらには6次産業化までいきたいがプレー
    ヤーがいない。
　
●次期計画の地域ＡＰに盛り込みを検討している取組みについて

地域アクションプランに関する市町村との意見交換の状況

主な意見　　（※下線は具体的に検討する取り組み）
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●産振計画に対する市の意見
　・ジオパーク、タカシンなど産振計画の補助金を活用することによりある程度成果を上げた
    取組みがある一方で、地元の理解を得られなかったダイビング事業など進まなかった事業
    もあった。
　・加工をやりたいというグループがいても、採算性や施設の問題で進まないことが多い。取り
    組みの立ち上げ部分も産振の補助の対象にして欲しい。。

●次期計画の地域ＡＰに盛り込みを検討している取組みについて
  ・ジオパーク　→　ミュージアムの整備やジオパークを活用したツーリズムの推進。
　・ドルフィンセンター　→　事務所等の施設整備の検討。
　・スジアオノリ　→　生産がこれ以上増えなくなった場合の対応の研究を進めている。
　・深層水事業　→　（県）取水施設の改修の検討、過去の研究成果を洗い出し。
　　　　　　　　　　　　 （市）深層水の給水量を増やす取組みの検討。

資料５

●次期計画の地域ＡＰに盛り込みを検討している取組みについて
　・安芸漁港の背後地の整備（ちりめんの製造）
　・ナスまんや釜あげちりめん丼で交流人口の拡大。
　・観光では安芸球場のグレードアップと港の活用（釣り客の誘客）、ごめん・なはり線の
　 活用と物販の促進、ジオパークを絡めた修学旅行や教育旅行の誘致。
　・観光ガイドや食の磨きあげに力をいれていきたい。
　・太陽光発電施設の整備。
　・土佐ジローは中山間の基幹産業であり、これがなければ地域の存続はない。
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●産振計画に対する町の意見
　・備長炭事業は産振計画の補助金を活用することにより一定の効果上げた。
　・他の事業はあまり進展しなかった。産振補助金の審査会の基準が少し厳しすぎるので
　 はないか。
　・投資効果を求めるのはわかるが、人口が減少する中で現状維持でも十分な効果では
   ないか。

●次期計画の地域ＡＰに盛り込みを検討している取組みについて
  ・農業　→　トマト、ポンカンなどで積極的に農業の活性化に取り組む方がいるので支援して
　　　　　　　　いきたい。
　　　　　　　　野根米は関西方面で好評だが価格が安いので、ブランド化を図りたい。
  ・林業　→　間伐材の有効活用
  ・あわび、とこぶし　→　販路の拡大
  ・定置網　→　加工品工場の誘致
  ・観光　→　町として観光協会の体制の立て直しが優先。生見海岸のサーフィンの支援をし
　　　　　　　　て いきたい。
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安芸地域

地域アクションプランに関する市町村との意見交換の状況

主な意見　　（※下線は具体的に検討する取り組み）

資料５

●産振計画に対する町の意見
 
●次期計画の地域ＡＰに盛り込みを検討している取組みについて

・田野駅屋の機能拡充（バイヤーや企画部門の配置、体験館の整備）
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●産振計画に対する町の意見
　・当町は、一次産業を中心に、「イカの船上天日干し」や「イチジク」の加工等に取り組んでき
　　たが、意識付けが低かった。
　・産業振興計画に取り組んだことにより、意識付けが高まりだしたことは良かった。
　・ＪＡや漁協等との間に事業に対する考え方の温度差がある。当町でもＪＡの加工場の改修
　　等に町単独の補助をしてきたが、すぐに本所の了解が得られないなど、困難な状況もあ
　　る。

●次期計画の地域ＡＰに盛り込みを検討している取組みについて
　・６月に立ち上げた「地域活性化協議会」での議論を踏まえ、検討していきたい。
　・また、支援員など県の協力を引き続きお願いしたい。

　 田野駅屋の機能拡充（ イヤ や企画部門の配置、体験館の整備）
　・耕作放棄地の解消（新品目作付け）
　・農家経営の安定化策（新作物導入、組織化、国レベルでの輸入規制など）
　・新規就農者に対する資金面での支援対策
　・地域活性化のためのリーダーの養成（大野倶楽部など）
　・観光では民泊の推進、レンタサイクルの近隣町村との連携
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●産振計画に対する町の意見
　・施設園芸の低迷（ハウスの減少）
　・林業は逆ザヤ状態で採算がとれない（国レベルでの国産材の普及）
　・産振補助金の活用は難しい（販路確保などのビジネスプランの策定）

●次期計画の地域ＡＰに盛り込みを検討している取組みについて
　・観光では「和」の活用、ジオパークと連携した体験メニュー（唐浜の化石）、民泊の推進
　・地元産の野菜・果物を使った特産品開発（スイーツ）
　・北大野工業団地への企業誘致（ゆずの貯蔵施設など）
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安芸地域

地域アクションプランに関する市町村との意見交換の状況

主な意見　　（※下線は具体的に検討する取り組み）

資料５

●産振計画に対する町の意見
  ・産振計画は必要、観光など県全体が底上げされていることは評価したい
　・林業は、審査会が求めるような上向きの経営にはなっていない状態であるので、産振補助
   金の枠組みで実施できるのか疑問
　・林業を活かすには、公共事業との連携が必要（木質ガードレールなど）
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●産振計画に対する村の意見
　・産業振興計画が出来て村は助かっている。ゆずについては生産者・行政・ＪＡが一体になっ
　て取り組んでいるが、まだまだ不十分。
　 県が外から見て、こうしたら良いという知恵を貸して欲しい。

●次期計画の地域ＡＰに盛り込みを検討している取組みについて
　・ゆず ： 搾汁残渣の処理方法、加熱処理施設への投資、優良苗の確保
　・観光 ： 県下主要施設のＧＡＰ調査を行うべき。
　・有害鳥獣駆除は県をあげて行うことが重要。

　・事業規模の小さな地域アクションプランは、地域づくりに任せるべき
　・産振補助金の審査会は本当に必要なのか、地域の現状をよく知っている出先機関等に
　  よるヒアリングで十分ではないか
　・ふるさと雇用をカウントするのは疑問（制度が終了すれば大幅減少）

●次期計画の地域ＡＰに盛り込みを検討している取組みについて
　・木質バイオマスの推進には、相当の補助金が必要
　　（林業事業を維持させていく支援制度の創設が必要）

●産振計画に対する村の意見
 　・地域アクションプランにはあまり載せていなかったので、今後いくつか載せていきたい
　 ・所得を上げることを考え、産業の振興となる取り組みをしたい
　 ・商品のブランド化の取り組みについて、知恵をかりながら、応援していきたい

●次期計画の地域ＡＰに盛り込みを検討している取組みについて
　・かっぱ市の機能強化と売り上げ回復（他の直販所との連携、販売時間の見直し、
    インターネット販売など）
　・農家所得の向上（ナスのハネもの加工品開発、食品加工場の整備も検討）
　・ブルースターのＰＲ・ブランド化（ストラップ・パンフレット作成）
　・県外客への県内グルメの提供（東部地域でも西部のグルメを出す）
　・木質バイオマスボイラーの導入(経費や灰の処理への対策）
　・農業後継者の確保（広い面積での経営）とハウスの更新が課題
　・ふるさと雇用（かっぱ市：買い物代行業務）の継続は厳しい
　・琴ヶ浜と観光地引網のセットなど観光商品の開発
　・エディブルフラワーのＰＲ・ブランド化（パンフレット作成、パッケージの改良・販路拡大）
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